
平 成 31 年
３月19日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
規
則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
建
築
指
導
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
告
示

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請
の
概
要（
環
境
政
策
課
）
…
…
…
三

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

漁
業
災
害
補
償
法
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
（
農
林
水
産
政
策
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

解
除
予
定
保
安
林
（
下
関
市
）
（
森
林
整
備
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

解
除
予
定
保
安
林
（
萩
市
）
（
森
林
整
備
課
）

七

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
位
置
の
指
定
（
建
築
指
導
課
）

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
（
障
害
者
支
援
課
）

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
園
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
（
都
市
計
画
課
）

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
選
管
告
示

直
接
請
求
に
必
要
な
有
権
者
の
数

九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
団
体
の
名
称
等

九
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
団
体
の
異
動
事
項

一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等

一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称

等

一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
企
業
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
行
政
財
産
使
用
料
徴
収
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

一
一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

規

則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
十
四
号

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
山
口
県
規
則
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
七
条
第
二
項
中
「
別
記
第
十
三
号
様
式
」
を
「
道
路
位
置
指
定
承
諾
書
（
別
記
第
十
三
号
様

式
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
の
表
許
可
の
区
分
の
欄
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
四
十
三

条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
若
し
く
は
第
五
項
の
」
を
「
、
第
五
項
若
し
く
は
第
六
項
の
」
に
改
め
、

同
表
書
類
の
欄
中
「
第
四
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
八
十
五
条
第
三
項
又
は
第
五
項
」
に
、

「
許
可
の
場
合
に
限
る
」
を
「
許
可
の
場
合
を
除
く
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
一
号
中
「
日
影
図
（
」
の
下
に
「
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

る
認
定
の
場
合
に
あ
つ
て
は
断
面
図
及
び
日
影
図
を
除
き
、
」
を
加
え
、
「
、
日
影
図
」
を
「
日
影

図
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
環
境
図
」
の
下
に
「
（
法
第
四
十
三
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

る
認
定
の
場
合
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

⚒

省
令
第
十
条
の
四
の
二
第
二
項
の
承
諾
書
は
、
土
地
通
行
承
諾
書
（
別
記
第
十
八
号
様
式
）
に
よ

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「

別
記
第
十
二
号
様
式
中

土
地
の
所
有

者
、
管
理
者
又

は
使
用
者
の
別

「
を
」

所
有
者
そ
の
他

の
権
利
者
又
は

管
理
者
の
別

に
改
め
る
。

」

別
記
第
十
三
号
様
式
中

「

下
記
の
土
地
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
第
42条
第
１
項
第
５
号
に
規
定
す
る
道
路
の
位
置
の

指
定
を
受
け
て
も
、
な
ん
ら
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

」
を

「

下
記
の
土
地
に
つ
い
て
、
建
築
基
準
法
第
42条
第
１
項
第
５
号
に
規
定
す
る
道
路
の
位
置
の

一
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指
定
を
受
け
て
も
、
な
ん
ら
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

管
理
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
土
地
を
建
築
基
準
法
施
行
令
第
144条

の
４
第
１
項
各
号
に
掲

げ
る
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

」
に
、

「

所
有
者
、
管

理
者
又
は
使

用
者
の
別

「
を

」

所
有
者
そ

の
他
の
権

利
者
又
は

管
理
者
の
別

に
改
め
る
。

」

「

別
記
第
十
六
号
様
式
中

土
地
の
所
有

者
、
管
理
者
又

は
使
用
者
の
別

「
を
」

所
有
者
そ
の
他

の
権
利
者
又
は

管
理
者
の
別

に
改
め
る
。

」

「

別
記
第
十
七
号
様
式
中

土
地
の
所
有

者
、
管
理
者
又

は
使
用
者
の
別

「
を
」

所
有
者
そ
の
他
の

権
利
者
又
は

管
理
者
の
別

に
改
め
る
。

」

別
記
第
十
八
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
18号
様
式
（
第
27条
の
⚒
関
係
）土

地
通
行
承
諾
書

建
築
基
準
法
第
43条

第
２
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
関
し
、
下
記
の
土
地
を
将
来
に
わ
た
つ
て

通
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
な
ん
ら
異
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

管
理
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
土
地
を
建
築
基
準
法
施
行
令
第
144条

の
４
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
よ
う
に
管
理
し
ま
す
。

様

記

道
の
敷
地
と
な

る
土
地
の
所
在

及
び
地
番

承
諾
年
月
日

所
有
者
そ
の
他

の
権
利
者
又
は

管
理
者
の
別

住
所

氏
名

㊞

備
考
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

山
口
県
告
示
第
七
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

当
該
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前

評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
か
ら
同
年
四
月
八
日
ま
で
の

間
、
山
口
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課
及
び
防
府
市
生
活
環
境
部
生
活
安
全
課
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
丸
久

住

所

防
府
市
大
字
江
泊
一
九
三
六
番
地

二

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

名

称

株
式
会
社
丸
久
（
仮
称
）
丸
久
デ
リ
カ
・
プ
ロ
セ
ス
セ
ン
タ
ー

所
在
地

防
府
市
大
字
江
泊
二
四
七
七
番
地
の
一

三

特
定
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

使

用

の

方

法

能

力

工
事
着
手

予

定

年
月
日

工
事
完
成

予

定

年
月
日

使
用
開
始

予

定

年
月
日

使
用
時
間

間

隔
一
日
当
た

り
の
使
用

時

間
季
節
的
変

動
の
概
要

二－

イ

（
二
基
)

二
六
〇

（
㎏
／
時
)
平
成
三
二
、

七
、
一
平
成
三
二
、

八
、
三
一
平
成
三
二
、

九
、
一
断

続
一
八
時
間
変
動
な
し

〃

一
五
〇

（
㎏
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

二－

イ

二
、
〇
〇
〇

（
㎏
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

七
五
〇

（
㎏
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
五
〇

（
㎏
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

五
〇
〇

（
㎏
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
六
〇

（
個
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
、
八
二
〇

（
枚
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

四
〇
〇

（
枚
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
、
五
〇
〇

（
本
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
二
〇

（
枚
／
分
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
七
五

（
枚
／
分
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
五
〇

（
枚
／
分
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
五

（
枚
／
分
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
〇

（
回
／
分
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

五
五

（
回
／
分
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

三－

イ

（
二
基
)

二
〇

（
尾
／
時
)
〃

〃

〃

〃

六
時
間
〃

三－

イ

三
、
〇
〇
〇

（
尾
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二
、
八
〇
〇

（
切
れ
／
時
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一
五
〇

（
ℓ
／
回
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

六
〇

（
㎏
／
回
)
〃

〃

〃

〃

〃

〃

三
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三－

ロ

八
〇
〇

（
枚
／
時
)
〃

〃

〃

〃

二
時
間
〃

六
六
の
五

（
二
基
)

四
九
、
六
〇
〇

（
食
／
日
)
〃

〃

〃

連

続
二
四
時
間
〃

備
考

「
二－

イ
」
、
「
三－

イ
」
及
び
「
三－

ロ
」
並
び
に
「
六
六
の
五
」
と
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行

令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
二
号
の
畜
産
食
料
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
原

料
処
理
施
設
、
同
表
第
三
号
の
水
産
食
料
品
製
造
業
の
用
に
供
す
る
水
産
動
物
原
料
処
理
施
設
及
び
洗
浄

施
設
並
び
に
同
表
第
六
十
六
号
の
五
の
弁
当
仕
出
屋
又
は
弁
当
製
造
業
の
用
に
供
す
る
ち
ゆ
う
房
施
設
を

い
う
。
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㈡

排
出
さ
れ
る
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
汚
水
等
の
量

種

類

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

二－

イ

（
二
基
)

七
・
五

六

～

八

七
五

七
五

四
〇
〇

四
〇
〇

二
五

三
〇

五

五

二

二
・
四

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

二－

イ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

一

一
・
二

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
五
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三－

イ

（
二
基
)

〃

〃

七
〇

七
〇

九
〇

九
〇

〃

〃

〃

〃

八

一
〇

三－

イ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

四

五

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

三－

ロ

〃

七

～

九

三
〇

四
〇
検
出
せ
ず

検
出
せ
ず

〃

〃

〃

〃

〃

八

六
六
の
五

（
二
基
)

五
・
五

四
～

六

四
三
〇

五
三
〇

三
八
〇

四
七
〇

〃

〃

一
〇

一
三

一
五
〇

一
九
六

備
考

㈠
の
表
の
備
考
は
、
こ
の
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

四

汚
水
等
の
処
理
施
設
に
関
す
る
事
項

㈠

種
類
、
構
造
及
び
使
用
時
間
間
隔
等

種

類

構

造

能

力

(㎥
／
日
)

処
理
の
方
式

使
用
時
間

間

隔

一
日
当
た
り

の
使
用
時
間

季
節
的
変
動
の

概

要

工
事
着
手
予
定

年

月

日

工
事
完
成
予
定

年

月

日

使
用
開
始
予
定

年

月

日

排
水
処
理
施
設

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製

三
〇
〇

膜
分
離
活
性
汚
泥

法
・
凝
集
加
圧
浮

上

連

続

二

四

時

間

変

動

な

し

平
成
三
二
、
四
、
二
七

平
成
三
二
、
六
、
三
〇

平
成
三
二
、
九
、

一

㈡

処
理
施
設
に
よ
る
処
理
前
及
び
処
理
後
の
汚
水
等
の
汚
染
状
態
の
値
並
び
に
汚
水
等
の
量

種

類

項

目

汚

水

等

の

汚

染

状

態

の

値

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮
遊
物
質
量

(㎎
／
ℓ
)

動
植
物
油
脂
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

排
水
処
理
施
設

処
理
前

六

五

～

八

三
六
〇

四
五
〇

四
〇
〇

四
七
〇

二
〇
〇

二
五

三
〇

一
〇

一
二

二
三
〇

三
〇
〇

処
理
後

〃

五
・
八

～

八
・
六

三
〇

三
七

七
〇

九
〇

一
五

二
三

〃

四

五

〃

〃

五

排
出
水
の
汚
染
状
態
の
値
及
び
排
出
水
の
量

排

水

口

排

出

水

の

汚

染

状

態

の

値

排
出
水
の
一
日
当
た
り
の
量
（
㎥
)

水
素
イ
オ
ン
濃
度

（
水
素
指
数
)

化
学
的
酸
素
要
求
量

(㎎
／
ℓ
)

浮

遊

物

質

量

(㎎
／
ℓ
)

動
植
物
油
脂
類

(㎎
／
ℓ
)

窒

素

(㎎
／
ℓ
)

燐り
ん

(㎎
／
ℓ
)

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

通

常

最

大

六
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No．1

排

水

口

六

五
・
八

～

八
・
六

二
八

三
四

六
二

七
九

一
四

二
二

二
八

四

五

二
六
五

三
四
二

山
口
県
告
示
第
七
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
休
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

休
止
年
月
日

名

称

所

在

地

医
療
法
人
河
野
医
院

宇
部
市
文
京
町
四
番
五
一
号

平
成
三
一
、

一
、

九

山
口
県
告
示
第
七
十
九
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査
し
た
結
果
、
次
の
区

域
及
び
区
分
に
つ
い
て
法
第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

区

域

区

分

小
畑
区
域

玉
江
浦
区
域

埴
生
区
域

総
ト
ン
数
十
ト
ン
未
満
の
漁
船
に
よ
り
、
船
び
き
網
を
使
用
し

て
営
む
漁
業

小
型
い
か
つ
り
漁
業
及
び
小
型
定
置
網
漁
業

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

山
口
県
告
示
第
八
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

下
関
市
豊
北
町
大
字
角
島
字
後
田
無
手
八
五
三
の
九
、
八
五
三
の
一
七
、
八
五
三
の
一
八

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

飛
砂
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

山
口
県
告
示
第
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
を
次
の
と
お
り
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

萩
市
大
字
明
木
字
向
横
瀬
一
七
〇
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）
、
一
七
〇
六
、
一
七
〇

九
・
一
三
〇
八
三
・
字
浴
山
一
一
六
七
四
の
一
・
字
清
水
ケ
浴
一
一
六
七
六
の
一
・
字
清
水
ケ
浴
西

一
一
六
七
八
の
一
・
字
向
横
瀬
西
ケ
輪
一
一
六
七
九
の
一
・
一
一
六
八
一
の
一
・
一
一
六
八
三
・
一

一
六
八
五
の
一
・
字
芋
ケ
迫
右
平
一
一
六
八
六
・
一
一
六
八
八
の
一
・
字
芋
ケ
迫
一
一
七
〇
二
の

一
・
字
風
呂
ケ
迫
一
一
七
〇
五
・
一
一
七
〇
七
の
一
・
一
一
七
一
〇
の
一
・
一
一
七
三
九
・
字
か
年

ケ
垰
右
一
一
七
四
三
の
一
・
一
一
七
四
四
・
字
仏
木
右
一
一
七
四
八
の
一
・
一
一
七
五
一
の
一
・
字

小
内
匠
右
一
一
七
五
三
・
字
仏
木
一
一
七
九
七
の
六
・
一
一
八
二
七
か
ら
一
一
八
二
九
ま
で
（
以
上

二
五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
萩
市
農
林
水
産

部
農
林
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

七
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山
口
県
告
示
第
八
十
二
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
柳
井
土
木
建
築
事
務
所
に
備
え
付
け
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

地

名

及

び

番

地

幅

員

(メ
ー
ト
ル
)

延

長

(メ
ー
ト
ル
)

指
定
年
月
日

熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
下
田
布
施
字
道
吉
七
六
一
の
四
及
び
七

六
一
の
四
地
先
並
び
に
字
蛭
子
屋
八
六
三
の
一
〇
、
八
六
三
の

一
三
及
び
八
六
三
の
一
三
地
先

四
・
〇～

七
・
〇

六
三
・
五
平
成
三
一
、

三
、

八

公

告

（
六
九
）
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
三
十
年
山
口
県
条
例
第
四

十
一
号
。
以
下
「
一
部
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
県
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

公
益
社
団
法
人
山
口
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

山
口
市
大
手
町
九
番
六
号

二

指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
に
関
す
る
事
務
の
内
容

㈠

一
部
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
身
体
障
害
者
社
会
参
加
支
援
施
設
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
山

口
県
条
例
第
七
号
。
以
下
「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
関
す

る
こ
と
。

㈡

改
正
後
の
条
例
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
に
開
館
し
、

又
は
臨
時
に
閉
館
す
る
こ
と
。

㈢

改
正
後
の
条
例
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
開
館
時
間
を
延
長
し
、
又
は

短
縮
す
る
こ
と
。

㈣

改
正
後
の
条
例
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
山
口
県
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を
拒
む

こ
と
。

㈤

施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

三

指
定
の
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

（
七
〇
）
公
園
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

山
口
県
立
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
山
口
県
条
例
第
三
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
園
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
公
園
施
設
の
名
称
及
び
位
置

都
市
公
園
の
名
称

公

園

施

設

の

名

称

公
園
施
設
の
位
置

山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園

多
目
的
ド
ー
ム
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー

場
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
多
目
的
広
場
、
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
場
、
水
泳
プ
ー
ル
及
び
そ
の
他
の

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十

九
号
）
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
公
園

施
設

山

口

市

二

指
定
管
理
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

名

称

き
ら
ら
未
来
創
発
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
者

美
津
濃
株
式
会
社

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
北
一
丁
目
一
二
番
三
五
号

三

指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
に
関
す
る
事
務
の
内
容

㈠

条
例
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
使
用
日
又
は
使
用
時
間
を
変
更
す
る
こ

と
。

㈡

条
例
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
。

㈢

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
許
可
に
条
件
を
付
す
る
こ
と
。

㈣

条
例
第
七
条
第
一
項
の
許
可
を
す
る
こ
と
。

㈤

条
例
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
許
可
に
条
件
を
付
す
る
こ
と
。

㈥

条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
条
例
第
三
条
第
一
項
又
は
第
七
条
第
一
項
の
許
可
を

取
り
消
し
、
そ
の
効
力
を
停
止
し
、
又
は
そ
の
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
。

八
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㈦

公
園
施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
（
知
事
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
。

㈧

施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

四

指
定
の
期
間

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎

直
接
請
求
の
種
類

根

拠

規

定

必

要

な

有

権

者

の

数

県
条
例
の
制
定
又
は
改

廃
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
四

条
第
一
項

二
三
、
三
四
六

県
の
事
務
の
執
行
に
関

す
る
監
査
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
五

条
第
一
項

県
議
会
の
解
散
の
請
求
地
方
自
治
法
第
七
十
六

条
第
一
項

二
四
五
、
九
〇
七

県
議
会
の
議
員
の
解
職

の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
条

第
一
項

下
関
市
選
挙
区

七
四
、
三
四
七

宇
部
市
選
挙
区

四
六
、
四
六
五

山
口
市
選
挙
区

五
三
、
二
六
九

萩
市
・
阿
武
町
選
挙
区

一
四
、
八
七
一

防
府
市
選
挙
区

三
二
、
三
三
三

下
松
市
選
挙
区

一
五
、
六
二
五

岩
国
市
・
和
木
町
選
挙
区

三
九
、
七
九
二

光
市
選
挙
区

一
四
、
五
〇
五

長
門
市
選
挙
区

九
、
九
三
九

柳
井
市
選
挙
区

九
、
一
九
九

美
祢
市
選
挙
区

七
、
一
七
二

周
南
市
選
挙
区

四
〇
、
三
四
一

山
陽
小
野
田
市
選
挙
区

一
七
、
六
二
〇

周
防
大
島
町
選
挙
区

四
、
九
二
五

上
関
町
・
田
布
施
町
・
平
生
町
選
挙
区

八
、
六
八
六

知
事
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
一

条
第
一
項

二
四
五
、
九
〇
七

副
知
事
、
県
の
選
挙
管

理
委
員
若
し
く
は
監
査

委
員
又
は
公
安
委
員
会

の
委
員
の
解
職
の
請
求
地
方
自
治
法
第
八
十
六

条
第
一
項

県
の
教
育
委
員
会
の
教

育
長
又
は
委
員
の
解
職

の
請
求

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
一
項

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

立
憲
民
主
党
山
口

県
連
合

坂
本
史
子
盛
重
耕
二
山
口
市
道
場
門
前
１
丁
目

３
番
５
号

１
以
上
の
市
町

村
の
区
域
等
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
た
政
党

（
立
憲
民
主

党
）
の
支
部

平
成
30、
12、
７

浅
田
徹
後
援
会

田
中
輝
明
田
中
輝
明
宇
部
市
西
宇
部
北
３
丁
目

１
番
14号

〃
11、
16

牛
見
航
後
援
会

牛
見

航
牛
見
菜
緒
防
府
市
大
字
真
尾
125の

８
〃
〃
29

阪
本
ゆ
う
き
後
援

会
太
田
英
弘
新
久
保
克
己
下
関
市
大
字
阿
内
1978の

２
〃
12、
５

下
村
ひ
で
き
後
援

会
芳
川
修
栄
岡
本
恭
昭
〃

綾
羅
木
本
町
１
丁

目
２
番
20号

〃
〃
〃

橋
本
龍
太
郎
後
援

会
橋
本
龍
太
郎
橋
本
宏
次
郎
防
府
市
大
字
上
右
田
1650

の
１

〃
〃
12

林
た
か
ふ
み
後
援

会
結
志
会

林
昂
史
林

昂
史
下
関
市
彦
島
迫
町
６
丁
目

１
番
14号

〃
11、
５

八

山 口 県 報 （定期） 第 3045 号平成31年３月19日 火曜日

九

山 口 県 報 （定期） 第 3045 号平成31年３月19日 火曜日



松
浦
多
紋
後
援
会
上
田
和
義
髙
須
宏
美
防
府
市
千
日
２
丁
目
６
番

６
号

〃
〃
９

安
岡
沖
洋
上
風
力

発
電
建
設
に
反
対

す
る
地
域
政
党

佐
々
木
信
夫
佐
々
木
登
美

子
下
関
市
武
久
町
２
丁
目
５

番
13号

〃
12、
７

吉
村
た
け
し
を
支

え
る
会

酒
井
好
男
岡
村
俊
彦
〃

菊
川
町
大
字
日
新

213
〃
11、
８

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

公
明
党
山
口
県
本
部

桝
屋
敬
悟
会
計
責
任
者
上
岡
康
彦

先
城
憲
尚

平
成
30、
11、
８

秋
山
け
ん
じ
後
援
会

秋
山
賢
治
名

称
秋
山
け
ん
じ
後

援
会

秋
山
け
ん
じ
応

援
サ
ポ
ー
タ
ー

の
会

〃
〃
24

井
川
の
り
子
後
援
会

伊
藤
敦
子
代
表
者
伊
藤
敦
子

西
田
隆
廣

〃
９
、
６

事
務
所
下
関
市
丸
山
町

４
丁
目
６
番
６

号

下
関
市
武
久
町

２
丁
目
18番
３

号

岩
本
ひ
ろ
子
後
援
会

森
久
子
代
表
者
森

久
子

藤
本
幸
嗣

〃
11、
26

笠
井
泰
孝
後
援
会

堀
田
正
㑑
〃

堀
田
正
㑑

日
下
卓
美

〃
〃
11

幸
福
実
現
党
山
口
県
本
部

河
井
美
和
子
事
務
所
周
南
市
西
松
原

３
丁
目
１
番
29

号
周
南
市
野
上
町

１
丁
目
２

〃
〃
７

渋
谷
正
後
援
会

山
本
静
治
代
表
者
山
本
静
治

松
永
幸
一

〃
12、
13

曽
田
さ
と
し
後
援
会

曽
田

聡
事
務
所
山
口
市
小
郡
大

江
町
５
番
19号

下
関
市
山
の
口

町
１
番
18号

〃
〃
〃

田
中
義
一
後
援
会

髙
嶋
雄
一
代
表
者
髙
嶋
雄
一

藤
井

勲
〃
７
、
29

事
務
所
下
関
市
王
司
本

町
３
丁
目
１
番

26号

下
関
市
王
司
本

町
４
丁
目
６
番

40号
〃
12、
８

田
村
ひ
ろ
み
後
援
会

森
本
隆
之
代
表
者
森
本
隆
之

木
戸
久
夫

〃
〃
１

事
務
所
岩
国
市
今
津
町

２
丁
目
７
番
35

号
岩
国
市
元
町
１

丁
目
１
番
17号

Ｔ
Ｋ
Ｃ
安
倍
晋
三
政
経
研
究
会
高
崎
満
幸
代
表
者
高
崎
満
幸

川
波
正
利

〃
10、
５

事
務
所
下
関
市
上
田
中

町
４
丁
目
５
番

５
号

下
関
市
川
中
豊

町
７
丁
目
10番

10号

日
本
第
一
党
山
口
県
本
部

野
澤
純
一

代
表
者
野
澤
純
一

久
芳
秀
人

〃
11、
15

会
計
責
任
者
平
川
直
樹

野
澤
純
一

事
務
所
下
関
市
笹
山
町

２
番
12号

宇
部
市
恩
田
町

３
丁
目
５
番
３

－
３
号

は
ま
さ
き
伸
浩
後
援
会

濵
㟒
伸
浩
名

称
は
ま
さ
き
伸
浩

後
援
会

濵
㟒
伸
浩
後
援

会
〃
〃
９

事
務
所
下
関
市
吉
見
本

町
１
丁
目
２
番

29号

下
関
市
吉
見
本

町
１
丁
目
２
番

30号

松
浦
た
も
ん
と
み
ん
な
の
会

上
田
和
義
名

称
松
浦
た
も
ん
と

み
ん
な
の
会

松
浦
多
紋
後
援

会
〃
〃
15

本
池
妙
子
後
援
会

大
松
妙
子
会
計
責
任
者
川
畑
美
佐
子

柿
田
多
加
子

〃
12、
20

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散

年
月
日

浅
本
正
孝
後
援
会

浅
本

覚
浅
本
輝
明
下
松
市
大
字
笠
戸
島
943の

３
平
成
29、
12、
31

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

政
治
経
済
研
究
会

山
田
健
一
中
村
俊
博
熊
毛
郡
平
生
町
大
字
大
野
北
29の
１

平
成
30、
〃
14
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牛
見
航
後
援
会

牛
見

航
山
根
新
平
防
府
市
大
字
真
尾
125の

８
平
成
28、
〃
31

江
原
ま
す
お
後
援
会

池
之
上
博
大
田
隆
二
下
関
市
田
中
町
６
番
23号

平
成
29、
〃
〃

河
村
龍
男
後
援
会

河
村
龍
男
河
村
律
子
光
市
中
央
６
丁
目
20番
２
号

〃
〃
〃

近
藤
栄
次
郎
後
援
会

池
之
上
博
大
田
隆
二
下
関
市
田
中
町
６
番
23号

〃
〃
〃

橋
本
龍
太
郎
後
援
会

橋
本
龍
太
郎
橋
本
宏
次
郎
防
府
市
大
字
上
右
田
1650の

１
〃
〃
〃

ひ
が
き
徳
雄
後
援
会

池
之
上
博
大
田
隆
二
下
関
市
田
中
町
６
番
23号

〃
〃
〃

藤
田
政
策
研
究
会

藤
田
時
雄
加
藤
寿
彦
〃

山
の
口
町
４
番
９
号

平
成
30、
〃
７

山
田
健
一
後
援
会

瀬
光

明
伊
藤
勝
美
熊
毛
郡
平
生
町
大
字
大
野
北
29の
１

〃
〃
14

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
三
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

田

中

一

郎
資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金

管
理

団
体

の
名

称
備

考

(

)

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

藤
田
時
雄

藤
田
政
策
研
究
会

平
成
30、
12、
７

山
田
健
一

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
政
治
経
済
研
究
会

〃
〃
14

企

業

局

山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号

山
口
県
企
業
局
行
政
財
産
使
用
料
徴
収
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日

山
口
県
公
営
企
業
管
理
者

小

松

一

彦

山
口
県
企
業
局
行
政
財
産
使
用
料
徴
収
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
管
理
規
程

山
口
県
企
業
局
行
政
財
産
使
用
料
徴
収
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
山
口
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
占
用
物
件
の
項
の
備
考
⚗
中
「
一
・
〇
八
」
を
「
一
・
一
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
一
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平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


